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旧機那サフラン酒製造本舗
整備・活用に向けた
サウンディング型市場調査
実施要領
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１ 調査の目的

旧機那サフラン酒製造本舗（以下「本施設」という）は、大正時代には養命酒と人気を二分し
たと言われる「機那サフラン酒」を創業した「吉澤仁太郎（よしざわにたろう）」の酒製造所兼
自宅跡です。
敷地内には全10棟の建造物、唯一無二の「仁太郎ワールド」が表現された庭園、石垣が現存し

ており、国登録有形文化財に指定され、歴史ある醸造・発酵のまち摂田屋地区のシンボルとなっ
ています。
本市では、平成30年に約10,000㎡に及ぶ本施設の敷地と建物を取得し、整備に着手しました。

令和２年には米蔵、駐車場、トイレが完成し、「醸造・発酵のまち」の観光拠点として、知名度、
集客力を徐々に高めています。
これを機に、近隣に多様な民間事業者の出店が加速している状況等を踏まえ、「街全体で機能

を担う」という考えのもと、地域の皆様とともに協議会を立ち上げ、令和５年に「摂田屋・宮内
エリア観光ビジョン」を策定し、さらなる地域活性化に資する本施設のあり方及び民間活力の導
入による最適な整備手法などについて検討を開始しました。
このたび、広く事業者の皆様から、本施設の活用に係る自由かつ実現可能なアイデアやノウハ

ウをご提案いただくとともに、整備・事業者募集において配慮すべき事項をお聞きするため、サ
ウンディング型市場調査（以下「本調査」という）を実施します。

２ 調査の基本方針等

（１）施設の基本情報・提案を求める範囲

ア 位置及び施設の情報
本施設は、ＪＲ信越線宮内駅から南方向へ約0.7㎞に位置し、摂田屋地区（主に住宅地）

内に所在しています。
施設を構成する10棟の建物群と庭園（石垣）は、すべて国登録有形文化財に指定されて

います。施設の詳細については、後述の「５ 本施設の施設概要等」を参照してください。

イ 提案を求める範囲
敷地内すべてを対象とします。
本施設の敷地内には、一般の利用に供するため、本市による整備が終了した建物（以

下「整備済建物」という。）と未整備の建物（以下「未整備建物」という。）があります。
（※P6 配置図参照）
提案にあたり、必ずしもすべての建物を整備する必要はありませんが。提案を受ける

範囲（管理運営の範囲）は、整備済みの建物を含む敷地内全てとします。

（２）基本的な条件、考え方

ア 事業の検討方針
・民間活力を積極的に取り入れ、適切かつ合理的な施設改修と効率的な施設運営により、
事業費の削減を図ることを目指します。

・整備後の管理運営は、民間事業者による持続可能なサービス提供を原則とする考えです。

・費用については、民間事業者が整備、管理運営を行うにあたって必要なものについて、
適切な費用を提案いただくものとし、パブリックの部分における管理費など、市の負担
が必要なものについては、その内容や負担の手法を含めて提案してください。

イ 建造物等に係る基本事項

・建造物は国登録有形文化財であり、文化財保護法により外観の変更について制限がありま
す（1/4以上は変更不可）。提案にあたっては、長岡市歴史的建築物の保存及び活用に関
する条例（令和2年条例第39号）を適切に活用します。

・本施設は、長岡市景観重要建造物であることに留意し、整備による良好な住環境保全、周
辺景観へ配慮をお願いします。 １



２

（４）施設の保存・活用に関する考え方

本施設は、かつて機那サフラン酒製造本舗として栄えた場所で、創業者の吉澤仁太郎が、
明治から昭和初期に建てた独創的な全10棟の建造物群と庭園からなる施設です。
入母屋造の主屋を中心として複数の建物が正面に構え、それらを取り巻く建造物群と庭園

が一体となって、まとまりのある歴史的景観を形成しており、その一つ一つが登録有形文化
財に登録されています。
特徴的な意匠とその規模から「醸造・発酵のまち摂田屋」のシンボルとして、地域の個性

ある観光まちづくりの拠点化を図るため、次の視点に基づき、保存・活用の具体的な手法を
決定していく考えです。

■施設の保存について

○歴史的建造物が群として保存されていることが大きな特徴であり、建造物群の佇まいが
一体として生み出している風合いや魅力を活かした、新しい保存・活用を検討する。

○鏝絵蔵、主屋、離れ座敷については、意匠性に富んだ外観ファサードを保存継承するな
ど、特に外観意匠性の保存を重視した整備を図る。

○離れ座敷は、往時を忍ばせる特徴的な内装を活かした保存・整備を図る。

○その他の建物については、劣化状況に応じ新材活用するなど、建物群としての影響・効

果の観点から整備の可否、範囲、手法を検討する。

■防災・安全管理について

○長岡市歴史的建造物の保存及び活用に関する条例を適切に活用し、施設の防火対策や消
防用施設の整備を図る。有事に備えた防火・避難誘導・消火体制等の構築など、ソフト
対策を組み合わせながら適切な防火管理体制を整える。

○構造計画については、建築基準法による補強や文化庁基準による柔軟な補強など、施設
状況とその用途に応じて補強方法を使い分け、耐震性を確保する。

（３）機能

本施設は、摂田屋・宮内エリアの観光拠点（ゲートウェイ）としての役割を担います。
また、管理運営にあたっては、地域の住民、事業者等による市民活動、観光まちづくり活動

と連携を図ることとします。
導入を期待する機能は以下のとおりです。

・本施設の拠点性を活かした「観光拠点機能」と、広い視点からの「自由提案機能」とが、
調和した新たな事業提案を期待します。

・「観光拠点機能」として、建物内（どの建物でも可）に次の３つの機能を備えることとし
ます。機能導入の手法は限定しません。また、整備済建物についても、その使途をあらか
じめ限定するものではありません。
①「見学機能」
②「展示・学習機能」
③「貸館スペース（一部）機能」

・「自由提案機能」は、次の「（４）施設の保存・活用に関する考え方」を踏まえたうえ
で、土地・建物のすべて（新たな建物の建築等を含む）について、様々な活用を提案で
きます。
例）宿泊施設、結婚式場、醸造・発酵食品製造所 など

２ 活用にあたっての基本方針等



（２）対象者

本施設の利活用及び摂田屋・宮内エリアの観光まちづくりに参画する意向や意見のある
民間事業者、NPO法人等の法人、個人事業主、各種団体等とします。
ただし、次のいずれかに該当する場合は、除きます。

ア 地方自治法施行令（昭和22年度政令第16号）第167条の４の規定に該当する者
イ 会社更生法（平成14年法律第154号）、民事再生法（平成11年法律第225号）等に基づ
く更生または再生手続きを行っている者

ウ 銀行取引停止、主要取引先からの取引停止等の事実があり、客観的に経営状況が不健
全であると判断される者

エ 本市の指名停止を受けている者
オ 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第
２条第２号に規定する暴力団をいう。）又は暴力団員（暴力団員による不当な行為の防
止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員をいう。）である者。また暴力団員
と社会的に非難されるべき関係を有している者 ３

３ スケジュール

以下のスケジュールで実施します。

内 容 実施日・期限等

実施要領の公表 令和６年11月19日（火）

参加希望受付（ｴﾝﾄﾘｰｼｰﾄ提出） 令和６年11月19日（火）～12月18日（水）

事前説明会及び現地見学会 令和６年11月25日（月）・27日（水）

個別対話の実施日時決定、連絡 令和６年12月下旬に連絡

提案書提出 令和７年１月17日（金）まで

個別対話（ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ）
令和７年１月21日（火）～24日（金）

※個別の事業者ごとに実施

本調査結果公表 令和７年２月下旬（予定）

４ 調査の実施について

（１）個別対話（サウンディング）の目的等

・個別対話（サウンディング）は、本施設の有効活用について、民間事業者の視点から自由
かつ実現可能なアイデアや実現に向けた運営方式、本施設の市場性などについて、ご意見、
ご意向をお聞かせいただくものです。

・個別対話は、参加事業者のアイデア及びノウハウの保護のため、個別に行います。
参加者は３名以内としてください。

・必要に応じて追加対話（文書照会含む）を行うことがありますので、御協力くださるよう
お願いします。

・対話の実施結果（概要）は本市ホームページで公表します。

実施日時
令和７年１月21日（火）～１月24日（金）のいずれか
１事業者ごとに２時間程度

集合場所
新潟県長岡市大手通2－6 ﾌｪﾆｯｸｽ大手ｲｰｽﾄ6階
長岡市観光企画課



カ 法人税、消費税若しくは地方消費税又は市税を滞納している者
キ 社会保障（健康保険、厚生年金保険、雇用保険）の未加入、若しくはこれらに係る保険
料を滞納している者

ク 宗教活動又は政治活動を主たる目的としている者

（３）対話内容

次の項目について概要書を提出いただき、それを基に個別対話を実施させていただく予定
です。
なお、全ての項目にお答えいただかなくても構いません。可能な範囲でお聞かせください。

ア 予定する事業内容（アイデア）
イ アを実現するための運営方式とその運営スキーム
ウ イを実現するための概算事業費（整備費と管理・運営費に区分）
エ イ、ウを実現するために市に期待すること
オ その他

（４）申込方法
別紙「エントリーシート」に記入のうえ、以下のとおりメールで提出してください。

４

４ 調査の実施について

申込期間 令和６年11月19日（火）～12月18日（水）

提出先
新潟県長岡市大手通2－6 フェニックス大手イースト6階
長岡市観光企画課（担当：小島）
アドレス：kanko@city.nagaoka.lg.jp

その他
・エントリーシート等の作成に要する費用は参加事業者の負担となります。
・対話においてご意見、ご提案いただいた内容は、本施設活用にあたっての参考
にさせていただくものであり、必ず条件等に反映されるものではありません。

（５）事前説明会及び現地見学会の開催（事前申込）
個別対話（サウンディング）への参加を希望される事業者を対象に、事前説明会及び現地

見学会を開催します。どちらか一方の参加でも構いません。
参加を希望される方は、希望日をお知らせください。
やむを得ず、指定の日時に参加が難しい場合は、申込先へご相談ください。

日 時
令和６年11月25日（月）又は 11月27日（水）
【事前説明会】午後１時００分～２時００分
【現地見学会】午後２時００分～３時００分

集合場所
新潟県長岡市摂田屋４丁目６−３３
旧機那サフラン酒製造本舗 米蔵

その他

・事前説明会に参加される方は、市のホームページに掲載している実施要領
をダウンロードしてご持参ください。
・現地見学会に参加される方は、未整備建物内の見学に必要となりますので、
各自ヘルメットを持参してください。
・事前説明会及び現地説明会への参加は、個別対話（サウンディング）への
必須条件ではありません。

申込先
長岡市観光企画課 小島【11月22日（金）〆切】
E-mail:kanko@city.nagaoka.lg.jp
※メールの件名を「現地説明会等参加希望（事業所名）」としてください。



５ 本施設の施設概要等

（２）都市計画情報

（１）位置図

新潟県長岡市摂田屋４丁目６−３３
※市営摂田屋駐車場含む

５

※詳細は長岡市HPにある
「ながおか便利地図」を検索く
ださい。

旧機那サフラン酒
製造本舗



６

（３）配置図（①～⑪までは国登録有形文化財）

５ 本施設の施設概要等

建物名 延べ面積

ｼﾁﾚﾝ蔵 49.58㎡

離れ座敷 259.27㎡

醸造蔵 231.40㎡

衣装蔵 89.24㎡

鏝絵蔵※ 89.24㎡

道具蔵 297.52㎡

調整蔵 271.07㎡

米蔵※ 150.41㎡

一号倉 66.10㎡

主屋 631.76㎡

合計 2,046.35㎡

※整備済
この他、庭園と駐車場、
トイレを整備済

敷地面積（庭園含む）

9,809.06㎡ ※実測値
（整備済）

（整備済）

（整備済）

（整備済）

（整備済）

（整備済）



５ 本施設の施設概要等

７

（４）平面図



８

６ 参考資料（R5年度米蔵来館者数）

（単位：人）

（単位：人）
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（１）年度別合計
・毎年度増加（増加率：約120％）
・R5年度の土日祝の来館者数は平日の約３倍

（３）月別合計※

・8月が最も多く、1月が最も少ない。（1月は8月の1/3程度） ※R2～R5年度平均値

（２）年度来訪者の居住地（聞き取り）

・県内（市内含む）が56％（海外は１％）

1%

43%

37%

19%

海外 県外 県内 市内

R5 4/15〜11/26
計 7,380人
（市⺠の会調べ）



６ 参考資料（周辺状況）

（４）周辺状況

・半径500ｍ圏内に６蔵（うち１は旧機那サフラン酒製造本舗）あり、５蔵は現在も操業を続けている。

（５）摂田屋・宮内エリア 観光ビジョン（R5年度策定）

９

※全文は長岡市HPから
ご覧ください。
URL：
https://www.city.naga
oka.niigata.jp/kankou
/miru/brewing/file/vi
sion-00a.pdf


